
震度とマグニチュード
地震のニュースを見ていると、「○○地方で震度４の地震がありました」

や「地震の規模を示すマグニチュードは6.2」といった表現が使われています
ね。「震度」も「マグニチュード」も地震に関する“大きさ”を示しています。
それでは何が違うのでしょうか。

○地震ってどんな現象？
地震は、地面の下や海の下で、

「岩盤」という大きな岩石の板が
ずれ動くことで発生します。
この時のエネルギーが皆さんの

お家や学校がある地表まで届いた
とき、ぐらぐらと揺れることで
「地震だ！」と気が付きます。

○「震度」と「マグニチュード」の違い
地震が発生したときの岩盤のずれについて、ずれ動いた範囲の広さや、

ずれの量の大きさから、その地震がどれくらい大きい地震なのかを示す
のが「マグニチュード」、地表まで届いた揺れについて、揺れを感じた
場所での揺れの大きさを示すのが「震度」です。
地震が発生した場所から遠くなるほど、揺れは小さくなっていきます。

このため、１つの地震について「マグニチュード」は１つですが、「震
度」は場所によって違ってきます。
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○震度は０～７の10段階
震度は揺れの大きさによって「震度０」から「震度７」まで10段階に分

かれています。０～７だと８段階のように感じますが、震度５と震度６は
「弱」と「強」に分かれています。


